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2面　薬局だより「保湿剤の使い分け」、食の豆知識「キャベツ」
3面　医学健康講座「災害時の病院の役割」
4面　オープンシステム登録医「伊藤眼科」
5面　モロビ通信、医療・健康Anniversary ～今月の記念日～
6面　施設だより「総合南東北福祉センター／ゴールドメディア」 ほか
7面　山口和之さんのいきいき企業探訪「安藤・間（安藤ハザマ）」
8面　１０月の手術件数・救急車台数、編集後記 ほか
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外来診療予約専門フリーダイヤル

024-934-5434
眼科診療予約ダイヤル

総合南東北病院の広報誌
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一般財団法人 脳神経疾患研究所
社会福祉法人 南東北福祉事業団
医療法人社団 三成会
医療法人社団 新生会
医療法人財団 健貢会
社会医療法人 将道会
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南東北地域医療推進センター長代行
南 東 北 第 二 病 院 外 科 科 長

佐藤　直

わずかに色彩が残った草紅葉も
霜で覆われ、もうすぐ訪れるモノ
トーンの季節へのプロローグの
ようです。来年こそは世界に平和
が訪れることを祈らずにはいら
れない年の瀬です。

【霜降る湖畔】
撮影日：２０２１年１１月２１日
撮影地：北塩原村・桧原湖畔

すべては患者さんのために
Southern TOHOKU 
Research Institute for 
Neuroscience
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参考：カゴメ㈱ VEGEDAY、旬の野菜の栄養事典
（栄養管理科）

濃い緑色で巻きが固く、大きさの割にずっしりと重みがあるもの、半分
にカットしてある場合は、巻きのしっかりしているものがよいでしょう。

選び方のポイント

キャベツの原産種は古代ケルト人が栽培し
ていた野生種のケールです。葉が発達して
結球するようになったものが、現在のキャ
ベツです。どんな調理法にも合い、幅広い
料理で活躍します。冬キャベツなら煮込ん
で味がしっかりしみた旨味を、春キャベツ
なら生のイキイキとした食感と甘みを感じ
ましょう。それぞれの特徴を生かして美味
しく味わってみてはいかがですか。

キャベツ

知っ
て得す

る！美味しいお話！

キャベツは芯の部分から傷むので、芯を包丁で切り抜いて水で湿らせた
キッチンペーパーなどを詰めてから、ポリ袋に入れて冷蔵庫で保存しま
しょう。キッチンペーパーを取り替えることで、より長持ちします。冬は新
聞紙に包んで、冷暗所か冷蔵庫で保存。切ったものはラップで包んで冷
蔵庫に入れ、できるだけ早く使い切りましょう。冷凍保存する場合は、芯
を取ってざく切りにし、冷凍用保存袋に入れて空気を抜き密封してから
冷凍庫に入れましょう。冷凍での保存期間は１か月程度となっています。
冷凍すると細胞が破壊され、解凍した時に水分が溶けて流れ出るため、
解凍せずにそのまま料理に使いましょう。

保存方法

　

冬
に
な
る
と
乾
燥
肌
で
お

悩
み
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。初
期
段
階
で
あ
れ
ば
、か
さ

つ
き
や
軽
い
か
ゆ
み
程
度
で
済

み
ま
す
が
、放
っ
て
お
く
と
湿

疹
や
強
い
か
ゆ
み
を
生
じ
る
た

め
、保
湿
剤
が
手
放
せ
な
く
な

っ
て
き
ま
す
。し
か
し
保
湿
剤

に
よ
る
ス
キ
ン
ケ
ア
は
冬
だ
け

で
な
く
、年
間
を
通
し
て
継
続

す
る
こ
と
が
大
切
で
、種
類
や

剤
形
、効
能
な
ど
を
理
解
し
た

う
え
で
選
択
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。今
回
は
保
湿
剤
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

代
表
的
な
保
湿
剤

に
は
、ヘ
パ
リ
ン
類
似

物
質
含
有
製
剤
、尿
素

製
剤
、ワ
セ
リ
ン
製
剤
な

ど
が
あ
り
ま
す
。ヘ
パ
リ
ン
類

似
物
質
含
有
製
剤
は
角
質
層

に
水
分
を
与
え
る
作
用
が
あ

り
、持
続
的
な
保
湿
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。尿
素
製
剤
は
、ヘ

パ
リ
ン
類
似
物
質
と
同
様
に
水

分
を
与
え
る
作
用
に
加
え
て
、

皮
膚
を
柔
ら
か
く
す
る
の
が
特

徴
で
、バ
リ
ア
機
能
が
低
下
し

た
皮
膚
で
は
刺
激
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ワ
セ
リ
ン

製
剤
は
、角
質
層
に
水
分
を
付

与
す
る
作
用
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、油
分
が
皮
膚
を
覆
う
こ
と

で
、皮
膚
の
水
分
蒸
発
を
防
ぎ

ま
す
。

　

剤
形
も
軟
膏
や
ク
リ
ー
ム
、

ロ
ー
シ
ョ
ン
、フ
ォ
ー
ム
な
ど

様
々
あ
り
ま
す
。軟
膏
は
油
分

を
多
く
含
み
最
も
保
湿
力
が

高
く
、皮
膚
へ
の
浸
透
性
も
良

い
た
め
患
部
の
保
護
に
最
適
で

す
。ク
リ
ー
ム
は
軟
膏
よ
り
も

伸
び
や
す
く
、水
分
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、水
洗
い
で

落
と
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。ロ
ー
シ
ョ
ン
の
保

湿
力
は
ク
リ
ー
ム
や
軟
膏
に

は
劣
り
ま
す
が
、伸
び
が
良
く

さ
ら
っ
と
使
え
る
特
徴
が
あ
る

た
め
、頭
部
な
ど
毛
が
生
え

て
い
る
部
分
や
、顔
や

体
の
広
範
囲
に
塗
る

場
合
に
適
し
て
い
ま

す
。フ
ォ
ー
ム
は
キ

メ
細
か
い
泡
状
で
出

て
き
て
、徐
々
に
化
粧

水
の
よ
う
に
液
状
化
し
ま
す
。

油
分
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
た

め
、さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
保
湿
剤
に
は

様
々
な
種
類
や
特
徴
が
あ
り

ま
す
。使
用
す
る
部
位
や
肌
の

乾
燥
具
合
な
ど
に
よ
っ
て
、使

い
分
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、今
後
の
ス
キ
ン
ケ
ア
の

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
参
考
》

マ
ル
ホ

『
も
っ
と
知
ろ
う
！
乾
燥
肌

 

〜
保
湿
剤
の
使
い
方
〜
』

　
　
薬
剤
科　
小
野
寺
美
月

【キャベツの肉巻き】（２人分）

・キャベツ 200ｇ　・豚もも薄切り肉 200ｇ　
★｛醤油 大さじ1、砂糖 大さじ1、みりん 大さじ1｝
・油 適量　・塩 小さじ1/3
① キャベツは粗めの千切りにし、塩で揉む。５分ほど置いてから水気を切る。
② ★の調味料を混ぜ合わせておく。
③ 豚肉１枚ずつにキャベツを巻く。肉の手前にキャベツをのせ、きつめに巻く。
④ フライパンに油少々を引いて、③の巻き終わりを下にして置き、中火で焼く。
⑤ まんべんなく焼けたら★を加え、照りが出るくらいまで絡めたら完成。
　 ＊お弁当のおかずにもおすすめです。
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総合南東北病院
外科医長・ＤＭＡＴリーダー

藁谷 暢 先生
わらがい みつる講演内容は当院

HPで聞くことが
できます。

健康講座医学
総合南東北病院

10/21（土）
開催

災害時に大切なのは指揮・命令系統の確立、情報伝達など

震
や
洪
水
、航
空
機
墜
落
事
故
な

ど
の
局
地
災
害
と
、大
規
模
地
震

や
津
波
被
害
、台
風
な
ど
の
大
規

模
自
然
災
害
、そ
の
ほ
か
化
学
兵

器
や
生
物
学
兵
器
、放
射
性
物
質

な
ど
に
よ
る
テ
ロ
事
案
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

で
の
事
故
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
や
事
故
の
際
に

大
切
な
の
は
指
揮
・
命
令
系
統
の

確
立
、安
全
の
確
保
、情
報
伝
達

な
ど
で
、そ
れ
ら
を
評
価
し
て
活

動
方
針
を
決
定
し
、災
害
医
療
体

制
を
整
え
る
こ
と
で
す
。そ
の
後
、

ト
リ
ア
ー
ジ（
治
療
の
優
先
順
位

の
決
定
）、治
療
、搬
送
な
ど
、災

害
医
療
活
動
を
行
い
ま
す
。例
え

が
悪
い
で
す
が
、戦
国
時
代
の
戦

場
で
も
誰
か
が
統
率
を
取
っ
て
い

な
い
と
敵
か
味
方
か
さ
え
分
か
ら

な
い
。団
体
ス
ポ
ー
ツ
も
同
じ
で

リ
ー
ダ
ー
が
統
率
し
な
い
と
、優

秀
な
選
手
が
い
て
も
十
分
な
結
果

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。災
害
現
場
で

も
圧
倒
的
多
数
が
対
象
と
な
り

迅
速
性
が
求
め
ら
れ
、統
率
が
取

れ
な
い
と
対
応
で
き
ま
せ
ん
。そ

う
い
っ
た
意
味
で
も
リ
ー
ダ
ー
の

存
在
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
覚
え
て
ほ
し
い
の
は

災
害
現
場
で
は
、ま
ず
は
自
分
の

安
全
を
第
一
に
考
え
、次
に
周
囲

の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
、要
救

護
者
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。単
に
熱
意
が
あ
る
と

い
う
だ
け
で
、現
場
に
入
っ
て
活
動

す
る
の
は
と
て
も
危
険
で
す
。

し
た
。指
定
要
件
と
し
て
、24
時
間

緊
急
対
応
し
災
害
発
生
時
に
重

症
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、他

地
域
か
ら
の
患
者
の
受
入
れ
、Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
派
遣
、第
二
次
救
急
医

療
機
関
で
あ
る
こ
と
、定
期
的
な

訓
練
を
実
施
し
災
害
時
に
他
の
医

療
機
関
を
支
援
で
き
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
―
な
ど
で
す
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
は「
Ｄ
ｉ
ｓ
ａ
ｓ
ｔ

ｅ
ｒ　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ　
Ａ
ｓ

ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ　
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
」

の
頭
文
字
か
ら
で
、災
害
の
急
性

期
に
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療

チ
ー
ム
で
す
。原
則
的
に
48
〜
72

時
間
、場
合
に
よ
っ
て
は
一
週
間
ほ

ど
、一つ
の
チ
ー
ム
で
支
援
し
ま
す
。

一
次
隊
、二
次
隊
、三
次
隊
と
一
週

間
ず
つ
活
動
し
、最
近
で
は
合
わ

せ
て
一
か
月
ぐ
ら
い
関
わ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。基
本
的
に
被
災
地

内
の
安
全
が
確
立
さ
れ
た
場
所
で

活
動
し
ま
す
。活
動
目
標
は〝
一
人

で
も
多
く
の
命
を
助
け
よ
う
〞で
、

言
い
換
え
れ
ば〝
避
け
ら
れ
た
災

害
死
を
減
ら
す
〞と
い
う
こ
と
で

す
。チ
ー
ム
構
成
は
１
チ
ー
ム
当

た
り
医
師
1
人
、看
護
師
2
人
、

業
務
調
整
員（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン

＝
医
師・看
護
師
以
外
の
隊
員
で
、

通
信
・
移
動
手
段
の
確
保
、情
報

収
集
な
ど
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
役
）

1
人
で
す
。全
国
の
隊
員
数
は
約

1
万
６
千
人
で
、福
島
県
で
は
５

０
０
人
以
上
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
災
害
は
局
地
地

少
な
い
中
で
、大
勢
の
患
者
が
押

し
寄
せ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の

状
況
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
が
災
害
医
療
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、あ
る

大
学
病
院
に
は
３
６
６
人
の
患
者

が
来
ま
し
た
が
、医
師
が
１
１
２

人
い
て
、一
人
当
た
り
の
患
者
数
は

３
・
３
人
で
し
た
。一
方
で
別
の
病

院
に
は
医
師
７
人
の
と
こ
ろ
に
患

者
が
１
０
３
３
人
も
押
し
寄
せ
、一

人
当
た
り
の
患
者
数
は
１
４
７
人

に
も
な
り
ま
し
た
。普
段
、私
が
１

日
に
診
る
患
者
数
は
多
く
て
も
20

〜
30
人
が
や
っ
と
な
の
で
、十
分

な
医
療
が
提
供
で
き
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
時
は
災
害
医
療
の
知
識
や

経
験
が
少
な
く
、教
育
も
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
が
、十
分
な
医
療
が
提
供
で
き

て
い
れ
ば
助
か
っ
た
と
さ
れ
る
命

が
５
０
０
人
程
度
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
を
教
訓
に
災
害

拠
点
病
院
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、被
災
地
に
お
け
る

急
性
期
医
療
の
欠
落
を
防
ぐ
た
め

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
誕
生
し
ま
し
た
。併

せ
て
隣
県
な
ど
へ
の
広
域
医
療
搬

送
や
医
療
機
関
の
患
者
受
入
れ

可
否
の
照
会
な
ど
が
で
き
る「
広

域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）」の
開
発
な
ど
が
進

み
ま
し
た
。

　

災
害
拠
点
病
院
は
福
島
県
内

に
12
か
所
あ
り
、当
院
も
昨
年
４

月
に
福
島
県
か
ら
指
定
を
受
け
ま

　

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
大

規
模
事
故
な
ど
が
発
生
し
、多
数

傷
病
者
が
出
た
際
に
医
療
活
動
の

中
心
と
な
る「
災
害
拠
点
病
院
」

の
役
割
や
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）の
活
動
な
ど
に
つ

い
て
、総
合
南
東
北
病
院
の
藁
谷

暢
先
生
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
災
害
に
は
ル
ー
ル
が
な
く
、い

つ
、ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

の
で
、心
配
で
不
安
だ
と
思
い
ま

す
。原
因
が
何
で
あ
れ
、医
療
や
公

衆
衛
生
上
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、新

型
コ
ロ
ナ
も
こ
れ
に
該
当
す
る
と

言
え
ま
す
。災
害
医
療
の
鍵
は「
多

く
の
傷
病
者
に
最
善
の
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
」で
す
。

　
災
害
は
地
震
や
津
波
、台
風
や

大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
ほ
か
、

群
衆
事
故
や
崩
落
事
故
、火
災
、

多
重
交
通
事
故
な
ど
、そ
し
て
新

興
感
染
症
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

災
害
時
は
子
供
や
女
性
、高
齢
者

な
ど〝
災
害
弱
者
〞と
呼
ば
れ
る

人
達
が
最
も
被
害
を
受
け
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
医
療
の
特
殊
性
で
す
が
、

平
時
で
は
救
急
車
で
患
者
が
運
ば

れ
て
き
た
場
合
、医
師
が
２
人
程

度
、看
護
師
が
１
〜
2
人
程
度
、

そ
の
他
に
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
い

て
、全
部
で
５
〜
6
人
以
上
で
一
人

の
患
者
の
診
察
・
治
療
に
当
た
り

ま
す
。し
か
し
災
害
時
は
病
院
も

被
災
し
、職
員
や
医
療
資
機
材
が

災害時の病院の役割
～地域における災害拠点病院・ＤＭＡＴって？～



伊藤眼科

休診日 木曜・土曜の午後、日曜・祝日

所在地 〒963-8071 郡山市富久山町久保田字伊賀河原5

詳しくはこちらからご覧ください

診療科 眼科

総合南東北病院
連携医院・病院のご紹介 地域医療 支える絆

地域の皆様へ
当院は白内障手術を得意とする眼科です。入院施設はなく日帰り手術のため、家人による通院
のサポートをお願いしております。多焦点眼内レンズ（選定療養）にも対応しており、精度の高い
術前検査、手術を心掛けています。緑内障に対しては、HFA、オクトパス（パルサー）、アイモ等
の視野計、OCTを備え、眼底疾患には無散瞳で広角撮影が可能なオプトスを導入しておりま
す。患者さんの多くはメガネが必要な方やドライアイ、アレルギー疾患が主です。ドライアイや
角膜の病気では良くなるまで時間がかかりますが、丁寧に根気強く患者さんに寄り添っていきた
いと思います。重症疾患や緊急を要する眼疾患では紹介のうえ、南東北眼科クリニックに御加
療いただくことも多く、大変お世話になっております。今後も患者に寄り添い、お互いに分かり合
えた治療目標に向かって一緒に歩んでいきたいと考えています。
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内
環
状
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ペ
ス
ト
菌
を
発
見
し
、「
日
本

細
菌
学
の
父
」と
呼
ば
れ
る
北
里

柴
三
郎
博
士
と
ド
イ
ツ
の
医
学

者
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ー
リ
ン
グ

氏
が
、
破
傷
風
と
ジ
フ
テ

リ
ア
の
血
清
療
法
に
つ

い
て
論
文
を
発
表
し
た

1
8
9
0（
明
治
23
）年

12
月
４
日
に
ち
な
み
、記

念
日
と
な
り
ま
し
た
。血
清

療
法
と
は
、
菌
体
を
少
量
ず
つ

動
物
に
注
射
し
な
が
ら
血
清
中

に
抗
体
を
生
み
出
し
、そ
の
抗
体

の
あ
る
血
清
を
患
者
に
注
射
す

る
こ
と
で
、体
内
に
入
っ
た
毒
素

を
中
和
し
て
無
力
化
す
る
治
療

法
で
す
。破
傷
風
や
ジ
フ
テ
リ
ア

の
ほ
か
、ハ
ブ
・
サ
ソ
リ
の
咬
傷

の
治
療
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

破
傷
風
は
発
展
途
上
国
で
は
年

間
で
数
十
万
人
が
亡
く
な
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
が
、血
清
療
法

に
よ
り
多
く
の
命
が
救
わ
れ
て

い
ま
す
。ち
な
み
に
来
年
7
月
を

目
途
に
発
行
さ
れ
る
新
千
円
札

に
は
北
里
博
士
の
肖
像
画
が
描

か
れ
ま
す
。

　
東
京
都
大
田
区
に
事
務
局
を

置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
協
議
会
が
令
和
元
年

10
月
に
制
定
し
ま
し
た
。ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
正
し
い
理
解

を
広
め
、多
く
の
人
に
意
義
や
役

割
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
す
。12
月
22
日
は
平
成

９
年
に
厚
生
労
働
省
が

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

承
認
の
た
め
の
科
学
的

基
準
を
定
め
た
日
で

す
。ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
有
効
成
分
が
新
薬
と

同
一
で
、品
質
・
効
き
目
・
安
全

性
も
新
薬
と
同
等
で
あ
り
、科
学

的
な
基
準
に
従
っ
て
厚
生
労
働

大
臣
の
承
認
を
受
け
、新
薬
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
製
造
・
販
売

さ
れ
ま
す
。後
発
医
薬
品
と
も
呼

ば
れ
、
新
薬
に
比
べ
て
低
価
格

で
、患
者
の
自
己
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。少
子
高
齢
化
社
会
の
日
本

で
は
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て

お
り
、医
療
保
険
制
度
維
持
の
た

め
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

m
orohashi m

useum
 of m

odern art
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アートで心とカラダに元気を。もろはしきんだいびじゅつかん通信

冬到来！　　　　　
　芸術家の「食」事情

12 医療・健康 Anniversary
December

★今月の記念日 ★ 12/4
★

血清療法の日
12/22

★

ジェネリック医薬品
の日

Vol.9

　秋、冬とだんだん寒くなり、ますます食べ物が美味しい
季節。なんといっても「食」は私たちの生活や健康、ひい
ては生命活動に欠かせない行為の一つです。もちろん世
に知られている芸術家たちも一人の人間。彼らが味わっ
ていた料理は一体どのようなものだったのでしょうか…？
　今回は数々のリンゴの名作を描いたことで知られるポ
スト印象派の画家、ポール･セザンヌ（1839-1906）の
「食」にまつわるお話をご紹介。南仏エクス=アン=プロ
ヴァンスで生まれたセザンヌは22歳でパリに上京します
が、なんと彼は生涯のうちにエクスとパリを20回以上も

往復し、パリへ戻る際は南仏産のオリーブオイルや野菜
を持参していたと言われています。パリでの食生活は豪
華な食事を摂ることもありましたが、ブイヨンスープにパ
ンといったシンプルな食事を好んで摂っていたそうです。
プロヴァンス料理を得意としていた母親のもとで育った
ため、どの料理もお袋の味には勝てなかったのでしょう。
　そんなセザンヌが愛した味を再現した調理動画を当
館公式YouTubeで配信しています。セザンヌの故郷の味
をじっくり味わいながら彼の作品を思い浮かべるのも、
また乙なものです。

　只今冬期休館中
（～2024年4月19日まで）

〒969-2701
福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字剣ヶ峯1093番23
TEL.0241-37-1088／FAX.0241-32-3332

https://dali.jp/

齋藤まりこ
諸橋近代美術館で所蔵する西洋近代
絵画作品を調査研究しながら、学芸員
として様々な展覧会の企画に従事

公益財団法人　諸橋近代美術館
学芸員

❄

↑YouTube↑ 
学芸員がつくってみた！ 近代絵画の父・セザンヌが愛した味



　

南
東
北
日
和
田
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
10
月
11
日
㈬

と
14
日
㈯
に
外
食
ツ
ア
ー
に
出

掛
け
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
自
粛

し
て
い
た
外
出
行
事
の
中
で
、

最
も
感
染
の
恐
れ
が
高
い
と
さ

れ
る
〝
食
事
〞
を
伴
う
た
め
、

実
に
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　

今
回
は
本
宮
市
の
回
転
寿
司

店
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
秋
晴
れ
の
外
出

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
店
内
で

は
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
好
み
の

お
寿
司
を
選
ん
で
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。
「
楽
し
み
に
し
て
い

た
ん
だ
よ
」
「
ホ
タ
テ
が
食
べ

た
か
っ
た
」
「
や
っ
ぱ
り
う
ま

い
ね
」
と
久
し
振
り
の
外
食
ツ

ア
ー
を
満
喫
し
て
い
る
様
子

で
、
「
外
食
自
体
が
数
年
ぶ
り

だ
よ
」
と
話
し
、
と
て
も
喜
ん

で
い
る
利
用
者
さ
ん
も
い
ま
し

た
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
も

い
っ
ぱ
い
で
、
大
満
足
の
外
食

ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
度
に
参
加
で
き
る
人
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
今
回
は
泣

く
泣
く
諦
め
た
利
用
者
さ
ん
も

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
外

食
ツ
ア
ー
の
回
数
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゴールドメディア介護老人保健施設

施
設
だ
よ
り

総合南東北福祉センター社会福祉法人
南東北福祉事業団

総
合
南
東
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の
活
動
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す

回
転
寿
司
で
好
み
の
お
寿
司
に
舌
鼓
を
打
つ

　
一
日
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、

秋
の
大
運
動
会
を
２
年
ぶ
り
に

開
催
し
ま
し
た
。
久
し
振
り
の

行
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
、
紅
白
の
花

紙
制
作
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
秋
仕
様
に
彩
ら
れ
た
ホ
ー
ル

で
紅
組
と
白
組
に
分
か
れ
、
各

チ
ー
ム
代
表
に
よ
る
選
手
宣
誓

と
準
備
運
動
の
後
、
競
技
を
開

始
し
ま
し
た
。
も
の
送
り
競
技

は
、
各
チ
ー
ム
が
横
一
列
に
な

り
、
長
い
ロ
ー
プ
に
物
を
通
し
、

最
後
尾
ま
で
送
ら
れ
て
き
た
衣

類
を
職
員
が
着
る
と
い
う
も
の

で
、
応
援
合
戦
も
白
熱
す
る
中
、

利
用
者
さ
ん
も
職
員
も
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。
結

果
は
僅
差
で
紅
組
が
勝

利
。
白
組
か
ら
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
望
む
声
が
上
が
り

急
遽
、
２
回
戦
を
行
う
も

再
び
の
紅
組
の
勝
利
と
な

り
、
紅
組
に
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
利
用
者
さ
ん
た
ち

は
も
の
送
り
競
技
で
の
衣
装
を

身
に
着
け
た
職
員
と
一
緒
に
マ

ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
を
踊
り
、「
最
初

か
ら
最
後
ま
で
楽
し
か
っ
た
」

と
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

も
の
送
り
競
技
で
盛
り
上
が
っ
た
運
動
会
、マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
も
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自分の好みのお寿司を食べる利用者さん

　
福
島
県
が
行
っ
た
令
和
５
年
度

「
県
政
世
論
調
査
」の
結
果
が
11
月

7
日
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。来
年

度
か
ら
の
次
期
県
医
療
計
画
策
定

に
向
け
、今
年
度
初
め
て
地
域
医

療
に
関
す
る
質
問
項
目
を
設
け
た

そ
う
で
す
。

　

そ
の
中
で「
地
域
医
療
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
に
行
政
に
望
む
こ

と
」に
つ
い
て
、「
夜
間
・
休
日
診
療

や
救
急
医
療
体
制
の
充
実
」（
56
・

７
％
）の
割
合
が
最
も
多
く
な
り

ま
し
た
。続
い
て「
医
療
従
事
者
の

確
保
」（
26・７
％
）、「
医
療
従
事
者

の
資
質
の
向
上
」（
22
・６
％
）、「
認

知
症
に
対
す
る
医
療
の
充
実
」

（
18
・７
％
）、「
医
療
相
談
な
ど
の

充
実
」（
16
・７
％
）、「
訪
問
診
療
、

訪
問
看
護
な
ど
に
よ
る
在
宅
医
療

の
充
実
」（
16
・２
％
）、「
病
院
、診

療
所（
医
科
、歯
科
）に
関
す
る
情

報
提
供
の
充
実
」（
15・０
％
）、「
医

療
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
費
に
関
す
る

情
報
提
供
の
充
実
」（
13
・７
％
）、

「
が
ん
対
策
の
充
実
」（
11
・
５
％
）

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
は
福
島
県
全
域（
32
市
町

村
を
抽
出
）の
満
15
歳
以
上
の
男

女
、１
１
３
５
人
か
ら
回
答
を
得

ま
し
た
。調
査
期
間
は
6
月
26
日

か
ら
7
月
10
日
ま
で
で
、郵
送
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回

答
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
政
世
論
調
査
の
結
果
発
表

地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
望
む

職員と一緒にお寿司を食べて満足する利用者さんマツケンサンバで盛り上がった運動会

紅組に贈られたトロフィー



みなみとうほく07

山
口
和
之

い
き

 
い
き

企
業
探
訪

さ
ん
の

元衆議院議員・元参議院議員・
南東北グループＧＭ・理学療法
士・介護支援専門員。30数年
前、福島県立医科大学病院から
南東北脳神経外科病院（現在
の当院）のリハビリテーション
部門立ち上げに招聘される。
以後、予防・治療・リハビリ
テーション・地域ケアにおいて
当院の発展に尽力。議員時代
に東日本大震災対応をはじ
め、世界に誇れる自立支援介
護の推進、循環器病対策基本
法の立法など医療介護福祉の
政策に貢献する。

（やまぐち・かずゆき）
山口和之

日本はもっと
強くなれる
優しくなれる

vol.6Interview

山
口　
今
回
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
道
路
や
病
院
な
ど

の
建
築
物
を
手
掛
け
る
安
藤
・

間
さ
ん
に
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
。ま

ず
は
福
島
営
業
所
の
日
暮
直
孝

統
括
所
長
に
業
務
内
容
や
企
業

理
念
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

日
暮　
弊
社
は
東
京
都
港
区
に

本
社
、全
国
に
７
支
店
、海
外
に
も

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
拠
点
が
あ

り
ま
す
。福
島
営
業
所
は
仙
台
市

に
あ
る
東
北
支
店
の
管
轄
で
、
福

島
県
内
に
お
い
て
国
や
県
な
ど
の

官
庁
工
事
、
民
間
の
土
木
工
事
や

建
築
工
事
の
営
業
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。企
業
理
念
は
①
も
の
づ

く
り
を
通
し
て
、
社
会
の
発
展
に

寄
与
②
確
か
な
技
術
と
情
熱
で
、

お
客
様
満
足
を
追
求
③
新
た
な

価
値
を
創
造
し
、
豊
か
な
未
来
を

実
現
―
の
３
つ
で
す
。

山
口　
今
年
は
合
併
10
周
年
だ

そ
う
で
す
ね
。

日
暮　
建
築
が
強
い
安
藤
建
設
と

土
木
で
有
名
な
間
組
が
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
狙
っ
て
合
併
し
て
か
ら
早

10
年
が
経
ち
ま
し
た
。大
型
の
建

築
物
で
は
、
郊
外
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル（
埼
玉
県
）な
ど
の

商
業
施
設
、
南
東
北
グ
ル
ー
プ
の

新
百
合
ヶ
丘
総
合
病
院
（
川
崎

市
）
な
ど
の
医
療
福
祉
施
設
、
土

木
で
は
東
京
外
か
く
環
状
道
路
本

線
ト
ン
ネ
ル
工
事（
東
京
都
）や
津

軽
ダ
ム
本
体
建
設
工
事
（
青
森

県
）な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

山
口　
福
島
県
内
で
の
工
事
は
。

日
暮　
建
築
で
は
公
立
岩
瀬
病

院
産
婦
人
科
診
療
棟
や
南
東
北

創
薬
・
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
医
療
福
祉
施
設
、

私
立
高
の
校
舎
な
ど
の
教
育
施

設
、
民
間
企
業
の
宿
泊
施
設
や
事

務
所
、
官
公
庁
庁
舎
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。土
木
で
は
、
ふ
く
し

ま
復
興
再
生
道
路
一
般
国
道
３
９

９
号
十
文
字
工
区
の
十
文
字
ト
ン

ネ
ル
工
事（
い
わ
き
市
）や
藤
沼
ダ

ム
の
復
旧
工
事（
須
賀
川
市
）な
ど

で
す
。ま
た
、東
日
本
大
震
災
発
生

後
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の

復
旧
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

山
口　
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

日
暮　
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
消
毒
機
器
や
飛
散
防
止

シ
ー
ト
な
ど
を
各
所
に
設
置
し
た

り
、
体
調
の
異
変
を
感
じ
た
と
き

に
す
ぐ
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う

検
査
キ
ッ
ト
を
常
備
し
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
も
増
え
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
苦
手
だ
っ
た
私
も
機
械
の

扱
い
方
が
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

皮
肉
な
も
の
で
す
ね
。

山
口　
働
き
方
改
革
は
。

日
暮　
建
設
業
界
は
来
年
度
か

ら
時
間
外
労
働
時
間
に
罰
則
付

き
で
上
限
が
設
け
ら
れ
る
「
２
０

２
４
年
問
題
」
に
対
応
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。移
動
時
間
の
削

減
を
目
的
と
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の

実
施
や
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
徹
底
、

計
画
有
給
６
日
以
上
の
取
得
な

ど
、時
短
や
休
日
取
得
に
つ
い
て
は

社
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

山
口　
福
利
厚
生
な
ど
は
。

日
暮　
家
族
が
要
介
護
１
以
上

に
な
っ
た
場
合
の
介
護
手
当
、
遠

距
離
介
護
用
の
旅
費
の
支
給
（
月

1
回
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。建
設
業

界
特
有
だ
と
思
い
ま
す
が
、
別
居

手
当
や
帰
省
旅
費
（
月
3
回
）
な

ど
も
支
給
さ
れ
ま
す
。育
児
休
暇

や
介
護
休
暇
な
ど
も
充
実
し
、
福

利
厚
生
は
手
厚
い
で
す
。

山
口　
今
後
の
夢
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
暮　
建
設
業
界
は
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
若
者
が
魅
力

を
感
じ
る
よ
う
な
業
界
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
福
島
県

内
は
東
日
本
大
震
災
後
の
復
旧

と
復
興
が
課
題
で
す
。会
津
地
方

や
中
通
り
も
含
め
て
、建
設
の
力
で

元
気
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
口　
建
設
業
に
は
大
き
な
可

能
性
が
あ
り
、
ゼ
ロ
か
ら
作
り
出

す
と
い
う
魅
力
も
あ
り
ま
す
。若

い
力
と
共
に
、
福
島
県
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に

願
い
ま
す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

「２０２４年問題」への対応を強化
若い人たちが憧れる建設業界を目指す

日暮統括所長から建設業界の課題などを聞いた山口さん

安藤・間が手掛けた
南東北創薬・サイクロトロン研究センター

福
島
営
業
所
統
括
所
長

日
暮 

直
孝 

氏

ひ
ぐ
ら
し　

な
お
た
か

郡山市富田町字大徳1-8
TEL.024-962-9862
https://www.ad-hzm.co.jp

（株）安藤・間（安藤ハザマ）

好評連
載中！
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2023年 00月末まで

陽子線治療実績
（2008年10月開院以降）2023年 10月末まで

10月の救急車台数ほか
2023年 10月1日～31日

救急車受入れ台数

584台
（患者数585人）

救急患者数

1,484人
（時間外1,153人）

ドクターヘリ受入れ

3 件

10月の診療科別手術件数
総合南東北病院、南東北医療・眼科クリニック

•患者さんに公正な医療を提供いたします。
•医師による説明と患者さんの選択に基づく医療を進めます。
•患者さんのプライバシーを尊重します。
•診療情報を患者さん自身にお伝えします。
•より良い医療が行われるよう研修・研鑚いたします。
•患者さんの人生が最後まで豊かであるようにその意志を尊重します。

私たちの目標（基本方針・品質方針）
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部位別治療患者数

計7,267名

編
集
後
記

（件数）

脳
神
経
外
科

外
科
整
形
外
科

泌
尿
器
科

心
臓
血
管
外
科

耳
鼻
科

形
成
外
科

小
児
心
臓
外
科

呼
吸
器
外
科

婦
人
科

麻
酔
科

神
経
内
科

呼
吸
器
内
科

眼
科
消
化
器
内
科

循
環
器
科

放
射
線
科

外
傷
セ
ン
タ
ー

陽
子
線
セ
ン
タ
ー

歯
科
口
腔
外
科

合
計

0

200

400

600

800

46
117
68 58 24 29

79
1 26 3 1 110

326

4 1 7
67
8 6

882

 

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学
（
竹

之
下
誠
一
理
事
長
）
の
研
究
助
成
の
た
め

に
貢
献
し
た
一
般
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患

研
究
所
（
渡
邉
一
夫
理
事
長
）
へ
の
紺
綬

褒
章
の
伝
達
式
が
10
月
31
日
㈫
、
同
大
学

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
紺
綬
褒
章
は
国
の
栄

典
制
度
で
、
公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄
附

し
た
者
に
授
与
さ
れ
ま
す
。
国
・
地
方
公

共
団
体
、
公
益
団
体
へ
の
寄
附
が
対
象

で
、
同
大
学
は
2
0
1
6
（
平
成
28
）
年

よ
り
公
益
団
体
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
達
式
で
は
竹
之
下
理
事
長
か
ら
渡
邉

理
事
長
に
褒
状
が
贈
ら
れ
、
竹
之
下
理
事

長
が
「
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
寄
附
は
本

学
の
教
育
研
究
の
奨
励
、
学
術
研
究
の
た

め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

な
ど
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
財
団
の
渡

邉
文
博
常
務
理
事
、
総
合
南
東
北
病
院
の

寺
西
寧
院
長
が
同
席
し
ま
し
た
。

脳
神
経
疾
患
研
究
所
が
紺
綬
褒
章
受
章

福
島
県
立
医
科
大
学
で
伝
達
式

竹之下理事長から紺綬褒章の褒状を贈られる渡邉理事長

　
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
『
脳
死
判
定
が
１
０
０
０
件
に

な
っ
た
』
と
10
月
28
日
に
発
表
し
ま

し
た
。１
９
９
７
年
に
脳
死
か
ら
の

臓
器
提
供
を
定
め
た
臓
器
移
植
法

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
26
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
臓
器
移

植
を
受
け
た
患
者
数
は
約
４
３
０

０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。１
０
０
０

件
も
４
３
０
０
人
も
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、
人
口
当
た
り
の
臓
器

提
供
者
の
数
は
欧
米
諸
国
と
比
べ

る
と
50
分
の
１
だ
そ
う
で
す
。日
本

で
は
臓
器
移
植
を
待
つ
人
が
約
1

万
６
０
０
０
人
も
い
る
の
に
、
実
際

に
臓
器
提
供
を
受
け
た
患
者
は
年

間
４
０
０
人
程
度
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。現
在
の
法
律
で
は
家
族
の
承

認
が
あ
れ
ば
臓
器
提
供
が
可
能
で

す
が
、
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
本
人

の
意
志
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

臓
器
移
植
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
良
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。


